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５年 国語 「学校生活アップ大作戦」 ８時間 

単
元
の
目
標 

互いの立場や意図を明確にしながら計画的

に話し合い、考えを広げたりまとめたりするこ

とができる。 

【方向目標】 

長期的 各個人に期待する最大限のレベ

ルや成果を目指していく。 

単
元
末
に
お
け
る
具
体
的
な
児
童
の
姿 

A 自分の意見を理由や具体例と共に

分か 

りやすく話し、他者の意見を聞い

て自分の考えを広げ、より良い提

案をすることができる。 

B 自分の意見を理由とともに話すこ

とができ、他者の意見を聞いて考

えを見直し新たな考えを導き出そ

うとしている。 

C 自分の意見を話すことができ、他者

の意見を聞いて感じたことを述べ

ることができる。 

実際 

A 自分とは異なる意見でも良さを見付け、

チームの意見として取り入れようとチー

ムに提案をしていた。 

 

B 自分の意見をワークシートにまとめてか

ら、話し合いをすることで、理由ととも

に話すことができた。互いの意見をグル

ープ分けすることができた。 

C 自分の意見を話すにとどまり、話を広げ

たり、深めたりすることには消極的だっ

た。 

個人間差異 手だて 効果 

① 到達度の

違い 

 

 

② 興味・関

心の違い 

①・話し合いの虎の巻カードを用意し、共通な語彙を使えるようにする。 

・「話し合いレンジャー」(聞くレッド、話すブルー、広げるイエロー、

比べるグリーン、まとめるブラック)を用意し、それぞれの立場を意識

した話し合い方を出来るようにする。 

②・身近な課題として受け止めることができるよう、導入段階で、学習、

遊び、友達などの柱を立てる。 

・ＣＭを作り、発表するという目的をもたせることで学習意欲を高め、

維持させる。 

◎ 

〇 

 

 

◎ 

 

◎ 

成果 

・虎の巻カード(台本)が有効だった。

話し合い活動の初めは台本を用意

し、手 

順を明確化した。中盤では、型通り

ではなく、必要に応じて話題を広げ

たり、深めたりできるように台本の

自由度を大きくした。 

・C 児童に対しての支援として、司会

者が C 児童の言葉を引き出せるよう

に、司会者にヒントカードを渡し

た。これによって C 児童が話し合い

に参加できるようになった。 

・めくりカード(出し合う、広げる、

比べる、まとめる)を使い、視覚的

に表示することで、チームとして切

り替えて進めることができていた。 

課題 

・Ｃ児童への支援として、次のような話型カ

ードを用意したが、児童は活用出来なかっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・毎回の振り返りが自己評価にとどまった。

児童が自分自身では気付きにくい部分、実

際の話し合いの質を捉えるためには、相互

評価も有効ではなかったか。 
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虎の巻カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めくりカード              話し合いレンジャー 
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